


 

 

7 月の G８洞爺湖サミットでは何も決めることができずに、現代世界が抱えるその危機の深刻

さをあらためて明らかにしました。すなわち、地球温暖化などの環境破壊、原油高騰、金融危

機、食糧・農業危機、戦争と貧困などの問題に関して、それらの危機を作り出している G８諸

国首脳に全く問題解決能力がないことが示されました。 

一方、課題の現場を知る NGO 市民諸団体が提起している問題解決策に注目が集まっています

（トービン税、国際連帯税など）。９月２日広島で G８下院議長サミットが開催されます。G８

関連会議の中でも、2002 年から持たれているに過ぎない儀礼的なものです。  

今回のテーマの一つは、「平和と軍縮に向けた議会の役割」です。唯一の原爆投下国アメリカ、

それにロシア、フランス、イギリスを加えた４大核保有国（核弾頭９８％のシェアー）と第二

次世界戦争敗北同盟国の日本・ドイツ・イタリアの下院議長等が、ポツダム宣言受諾日本降伏

文書調印日である9月 2日に、被爆地ヒロシマで会合を持つのです。アメリカの下院議長とは、

核ボタンを押すことのできる大統領権限継承順位第２位の重要ポジションです。このような重

要人物が広島を訪問するのは初めてのことです。  

私たちは、ナンシー・ペローシ米下院議長に対して、広島・長崎への原爆投下についての明

確な謝罪を求めます。被爆者と広島・長崎市民に謝罪することを求めます。そして、核保有国

のアメリカ、ロシア、フランス、イギリスの議会議長に対して、核兵器廃絶に向けた自国の一

方的核軍縮のさらなる実行、その決意を求めます。NPT 第六条に規定されている核兵器国によ

る核軍縮努力は、今日、従来以上にその重要性を増しています。２０１０年の NPT 再検討会議

が被爆地ヒロシマ・ナガサキの悲願である核兵器廃絶に向けた大きなステップになるよう私た

ちはあらゆる機会を活かしていかねばなりません。このような観点から、９月２日集会を開催

します。ご参集ください。 
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